























































































































































 自発的な生物多様性コミットメント（voluntary biodiversity 
commitments）は、EUによる提案。締約国だけではなく、
民間セクターも含むコミットメントの表明。
→気候変動枠組み条約におけるパリ協定実施に係る実施手段
（Nationally Determined Contribution）と同等の可能性。
（検討が必要な論点）
 締約国が提出する国別報告書と、どのような関係になるのか。
 生物多様性コミットメントは定期的に野心のある行動に更新
されていくのかどうか。（現状の行動では不十分という指摘
に応えられるのかどうか）
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遺伝資源に関する
デジタル配列情報の検討
遺伝資源に関するデジタル配列情報の検討事項
【会期中の主な論点】
1. 遺伝資源とデジタル配列情報は同等であるかどうか。
2. “遺伝資源に関するデジタル配列情報“という用語と
定義のあり方
3. トレーサビリティ確保に向けた手段のあり方
4. DSIの利用から生じる利益配分の仕組みのあり方
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コメント頂きたい点
• IPBESのアセスメントは地域（Region）別に行われたが、地域別に
行った意図はどこにあるのか？（国別と併せて考える必要性は？）
• EU提案の「自発的な生物多様性コミットメント」は民間セクター等
の生物多様性保全に向けて、モチベーションとなり得るか。
• IPBESは地域別アセスメントに「すべての地域において、生物多様性
を保全し、持続的に利用するための行動がとられているものの、これ
らの行動は、ほとんどの場合、不十分である」と指摘している。意味
ある行動で且つ、モチベーションを支援するためには、単なる参加型
の枠組みで良いのか？（どのような仕掛けが必要か→国民対話？）
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